
No.1 リーガルリサーチ

「リーガルリサーチサービス」に関する市場調査《 No.1 検証調査》
（株式会社未来トレンド研究機構 調べ） ※2025 年9月29日時点

法情報にAIで最速アクセス
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社労士の実務を圧迫する 「 3つの壁」
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相談内容が多岐に渡る
法令・ 判例・ 行政通達…。 拡大し 続ける 実務領域

なぜ、 従来のリサーチ 手法は限界なのか？

クライアントとコミュニケーションをとる 時間を割けない
調べものに 追われ、 本来の「 対話」 が後回しに

ミスが 許されない
誤った 回答は許されない 。 常に裏取りのプレッシャー

AIには代替できない 「 ヒトにしかできないこと 」 に向き 合うために
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Legalscape は「ヒトにしかできないこと」に集中できる未来を創ります

Before After

Watson ＆Holmes の活用で

リサーチ 時間が1/5まで 短縮

Before

After 1/5

4

判断

作業

作業

判断

Legalscapeのトライアルを活用したユーザー633名を対象にしたアンケートでは、
約8割が「リサーチ業務にかかる時間を削減できた」と回答しています。
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リーガルスケープが 選ばれる理由
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Legalscape は、次世代型リーガルリサーチの「スタンダード」へ

1. AI の信頼性確立

司法試験短答式で

「 満点水準」 を達成

2. 圧倒的なコンテンツ

約4,400 冊収録

書籍数No. 1を達成

実務家から 支持される 専門書を続々収録。 法情

報データベースとして 進化を続けています 。

（ 2026 /12/03時点）

3. 市場での地位確立

リーガルリサーチ

ツール 売上No. 1を達成

汎用AIを凌駕する 正答率で、 法務分野に特化

した AIの信頼性を客観的に証明しました 。

（ 2025 /05/23プレスリリース ）

多くの法務プロフェッショナルに選ばれ、業界

のスタンダードとしての地位を確立しました。

（調査期間： 2024/10 〜2025/09 ）

リーガルリサーチサービス 」 に関する 市場調査《 No. 1検証調査》
（ 株式会社未来トレンド 研究機構 調べ） ※2025 年9月29日時点
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個人～大手事務所及び企業法務部で、 2,000 社以上の導入実績

企業のお客様（ 一部）

法律事務所のお客様（ 一部）
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安心して使い続けていただくための、万全の体制

国際規格に準拠した

セキュリティ

ISO/IEC 27001 （ ISMS ）

ISO/IEC 27017 （ CLS）

機密性を守る

AIプライバシー

リサーチ AI Watson & Holmes

に入力された 内容は、 AIの学習

には一切利用されません 。

安心してご 利用・ご 入力いただけます 。

導入後も 続く

サポート 体制

「 導入後の手厚いサポートも

含めて、 Legalscape の魅力なの

だと 感じています 。」

法律事務所ZeLo ・ 外国法共同事業様

導入事例

２ つの国際認証を取得済み（ 2025 /01/21）

お客様の情報を厳格な管理体制で保護します 。
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https://www.legalscape.jp/case/zelojapan?utm_source=chatgpt.com
https://www.legalscape.jp/case/zelojapan?utm_source=chatgpt.com
https://www.legalscape.jp/case/zelojapan?utm_source=chatgpt.com
https://www.legalscape.jp/case/zelojapan?utm_source=chatgpt.com
https://www.legalscape.jp/case/zelojapan?utm_source=chatgpt.com
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導入前の課題 導入後の効果

子育てと 仕事を両立するなか

で、 広範な法令リサーチに 充て

られる 時間が限られていた 。

また 、 回答に抜け漏れがあった

際の事業リスクを 軽減するた

め、 客観的に論点チェックがで

きる 環境を求めていた 。

リサーチ 時間が大幅に短縮され

対応スピードの 向上により 、 顧

問先との 信頼関係が深まった 。

事務作業の効率化で生まれた 時

間を、 ブログ 執筆や対応業種の

拡大といった 事務所の成長に充

てられるようになった 。

この 事例のポイント

・ Watson&Holmes の活用で、顧客対応が 3日から 1日へ

・ AI検索で論点の「抜け漏れ」を確実に防止

・「調べ方」から「伝え方」へ注力ポイントが変化

なぜLegalscapeだったのか

専門家も 納得の「 更問（ さらとい ） 機能」
提示された 追加質問候補を選ぶだけでリサーチを 深められるため

プロンプトを 考える 負担がなく 、 専門性の高い論点もスムーズに

深掘りできるため 。

根拠が明確で高精度なAI機能
一般的なAIとは 異なり 、 回答の根拠となる 文献を明示してくれる

AIの信頼性と 、 社労士の実務に即した 回答精度の高さが 決め手。
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導入前の課題 導入後の効果

労働分野の複雑化により 、 通達

やガイドラインを 網羅的に把握

する 負担が増大していた 。

事務所にない 文献を確認するた

め図書館や書店へ足を運ぶ必要

があり 、 非効率さや 在宅勤務の

執務環境に課題を感じていた 。

リサーチ 時間が約半分に短縮さ

れ、 事務所全体の労働時間が減

少傾向に転じた 。

AIとの 壁打ちにより 専門外の分

野でも 迅速に反論の方向性を見

出せるようになるなど 、 対応分

野の幅が大きく 広がった 。

この 事例のポイント

・ 労働問題で不可欠な「 裁判例」 のリサーチが 劇的に効率化

・リサーチ 時間が半減し 、 事務所全体の労働時間が減少

・ AIとの 対話で回答の質が向上し 、 顧客満足度がアップ

なぜLegalscapeだったのか

シームレスな 「 判例連携機能」
従来のキーワード検索では辿り着けなかった判例を AIが文脈か

ら探し出し、同じブラウザ内で即座に原文を確認できる労働法

の専門実務に最適な設計だったため。

衝撃的な精度を誇るAI
実務的なアドバイスまで 踏み込んだ出力の精度が高く 、 弁護士

約1〜2年の経験値に匹敵。 典拠が明示されるため 実務でも 安心。
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機能・コンテンツ
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信頼できる 情報源にのみ基づいて 回答する 、 法律実務特化AI

司法試験満点水準の当社独自AIをベースに

した 機能で、 質問を入れるだけで 、

要約＋根拠文献をセットで 表示する

リーガルリサーチ AIです。

リーガルリサーチ AI 

“Watson & Holmes"
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AIに質問
AIが信頼できる
法情報に基づき 回答

書籍 法令 判例 ガイドライン 等
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対話を通じて 、 論点を深堀りする

「 さらに 質問する 」 機能 サジェスト 機能

更問により 、 最初の質問に問いを 加えながら

本当に必要な情報まで 掘り 下げられるように

サジェストにより 、 ”まさに 聞きたかった ”

という 関連質問に出会えるように

AIが自動で関連する 質問例を提案。 要約の下に「 関連する 質問」 が表示される1

2 質問文をクリックすると 、 さらに 質問してみるの 欄に反映。

送信ボタンをクリックすることで 質問可能 13
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AI検索の他にも 多彩な機能を搭載
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デモンストレーション

AI検索 “Watson&Holmes ”
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Legalscape は唯一「 菅野労働法＜第13 版＞」 のデジタル 版書籍を提供
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会社概要

社名（ 商号） 株式会社Legalscape（ リーガルスケープ ）

設立年月日 2017 年9月14日

代表者 八木田 樹

従業員数 58名（ 2025 年12月現在）

所在地 〒113 -0023 東京都文京区向丘二丁目3番10号

事業内容
法律業務支援ツールの 提供

法律書籍販売サイトの 運営

特許ライセンス 事業

東大前HiRAKU GATE 8階

2017 （ 創業） -2020

● 第一法規「 D1-Law.com 」 への技術ライセンス 提供

● 特許取得１ ： 法律文書の構造化について （ 特許第6469919 号）

● 森・ 濱田松本法律事務所との 協業開始

● 日弁連による 「 民事判決のオープンデータ 化検討プロジェクト 」 参画

● 特許取得２ ： 法律文書の構造化について （ 特許第6796337 号）

2021

● 「 Legalscape 」 正式版提供開始

2022

● デジタル 臨調「 法制事務のデジタル 化検討チーム」 参画

2023

● 生成AIベースの 独自AIで司法試験一部科目で合格水準を達成[日経記事]

● 同独自AIベースの 新機能 “Watson & Holmes ” をリリース [プレス URL]

2024

● 株式会社LegalOn Technologies と 戦略的パートナーシップ 締結[日経記事]

● 日本初の “AIリサーチ ×判例”機能をLegalscape に搭載[日経記事]

● デジタル 版書籍のECサイト 「 Legalscape Store 」 をオープン

● 五大法律事務所の全てが「 Legalscape （ リーガルスケープ ）」 を導入
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2025

● 生成AIベースの 独自AIで司法試験選択式全科目で満点水準を達成[日経記事]

● 株式会社至誠堂書店と 資本業務提携を締結[プレス URL]

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC317WP0R30C23A5000000/
https://www.legalscape.co.jp/press/2023-09-04/
https://www.legalscape.co.jp/press/2023-09-04/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC029130S4A200C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC211NM0R20C24A2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOTG162CT0W5A510C2000000/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000061.000049838.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000061.000049838.html
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